
 

但馬のキノコ 

 

稲葉一明（ＮＰＯ法人コウノトリ市民研究所主任研究員） 

伊藤岳（豊岡市立コウノトリ文化館自然解説員） 

 

はじめに 

 デジタルカメラが一般化し始めた 2001 年ごろより、キノコの写真を撮り始め、2010 年ごろから

は、種の同定に耐えうるだけの写真データを蓄積できるようになってきた。昨年、豊岡市立コウノ

トリ文化館において約 200 種の写真展示を行う機会を得ることができ、手持ちデータの一部の整理

に取り組み公開に踏み切った。コウノトリ文化館学習室において令和元年 9 月 6 日から令和 2 年 1

月11日までの間、一般公開を行い、来場者へ聞き取り調査等を行ったところ、キノコを通じて里山

を中心とした山の環境変化を感じたところである。なお、本調査については、稲葉が中心となって

実施した。 

 

調査方法・記載方法 

・但馬地域で撮影した複数の写真より、生息するキノコの一部ではあるがリスト化を行った。 

・主な撮影地点 

豊岡市妙楽寺但馬文教府周辺 

豊岡市山本鶴城址周辺 

豊岡市目坂森林公園 

豊岡市竹野町羽入茨木山周辺 

香美町村岡区兎和野高原 

香美町村岡区蘇武林道周辺 など 

・種名、分類名については、山渓カラー名鑑「日本のきのこ」を基本とした。 

・目以上の分類については、ハラタケ類、ヒダナシタケ類、腹菌類、キクラゲ類、子嚢菌類とし、

ハラタケ類及びヒダナシタケ類については「目」名と一致するので「目」と記載した。科名は記

載したが、属名については基本的に省略した。 

・種の同定については、山渓カラー名鑑「日本のきのこ」、幼菌の会編「きのこ図鑑」、山渓フィー

ルドブックス 10「キノコ」、の 3 つの図鑑を中心に、記録写真及び採取現場の環境等より判断し

た。同定が不確かなもの、できなかったものについては、「〇〇の仲間」、「〇〇の一種」、「不明種」

との記載とした。間違っている可能性もあるので、お気づきの方はご指摘願いたい。 

・食毒については、前記 3 図鑑に加え、家の光協会「原色きのこ全科」、同「きのこ」、GAKKEN「日

本の毒きのこ」、信濃毎日新聞社「食べられるキノコ 200 選」及び稲葉の経験に基づき記載した。

時代とともに図鑑における食毒の記載が変化しているものについては、新しい情報を基本とした。

なお、「良菌」との記載はあくまでも筆者の感覚で食材として優れている意味である。いずれにせ

よ、野生キノコについては、身近な里山等に猛毒菌も普通に生息しており、基本的には食べるこ

とを控え、経験者の絶対的な確信のある物のみ食するよう願いたい。 

・各写真には、若干のコメントを添えた。必要最低限の内容も満たしていないので、あくまでもコ

メントとしてご笑読願いたい。 

 

結果と考察等 

・150種を同定し、未同定種を含め198種を写真紹介した。 

・キノコ採取調査でも実感することであったが、特にアカマツ・コナラ林が衰退し、マツタケ、ア

ミタケ、コウタケ等アカマツと共生関係にあるものの衰退が著しいことが聞き取り調査でも判明
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した。このことは、燃料革命により、人間が里山を中心に山から落ち葉や柴などの収奪をしなく

なったことにより、生態系の一員から脱落したことが大きな要因となっているものと考えられる

のではないか。 

・まだまだ但馬地域において普通に見られるキノコで、写真としても撮影できている種も多数ある

が、今回は未同定種も含めて198種類を紹介することに留まった。 

 

 

表 1 但馬のキノコ 科別種数リスト  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 コウノトリ文化館での展示状況 
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